
施　策　・　事　業
平成26年度
当初予算額

平成27年度
当初予算案

対 前 年 度
増 ▲ 減 額

備　　　考

百万円 百万円 百万円
目標１

様式１

（１） 事項小計（ただし、再掲を除く） 108 111 3

ア

【文部科学省】 危 薬物乱用防止教育等推進事業 22 22 0

危 児童生徒の心と体を守るための啓発教材の作成 - - -

【厚生労働省】 危 特定薬物乱用重点予防啓発事業 8 8 0

イ

【警察庁】 新 危 薬物乱用広報啓発（ＤＶＤ) 0 3 3

危 薬物対策用資料 2 2 0

危 薬物見本セット等 4 4 0

【文部科学省】 危 薬物濫用防止教育等推進事業（再掲） 〈22〉 〈22〉 〈0〉

【厚生労働省】 薬物乱用防止中堅指導員養成事業 4 4 0

危 薬物乱用防止啓発訪問事業 68 68 0

ウ

エ

【警察庁】 新 危 薬物乱用広報啓発（ＤＶＤ)（再掲） 〈0〉 〈3〉 〈3〉

危 薬物対策用資料（再掲） 〈2〉 〈2〉 〈0〉

【文部科学省】 危 薬物乱用防止教育等推進事業（再掲） 〈22〉 〈22〉 〈0〉

（２） 事項小計（ただし、再掲を除く） 5 5 0

ア

【厚生労働省】 危 未成年労働者等啓発事業 4 4 0

イ

【警察庁】 危 薬物銃器犯罪根絶の集い 1 1 0

危 薬物対策用資料（再掲） 〈2〉 〈2〉 〈0〉

（３） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 8 8 0

ア

【警察庁】 新 危 薬物乱用広報啓発（ＤＶＤ)（再掲） 〈0〉 〈3〉 〈3〉

危 薬物対策用資料（再掲） 〈2〉 〈2〉 〈0〉

危 薬物銃器犯罪根絶の集い（再掲） 〈1〉 〈1〉 〈0〉

【厚生労働省】 危 児童保護者啓発事業 8 8 0

イ 0

（４） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 32 33 1

ア

【警察庁】 新 危 薬物乱用広報啓発（ＤＶＤ)（再掲） 〈0〉 〈3〉 〈3〉

危 薬物対策用資料（再掲） 〈2〉 〈2〉 〈0〉

危 薬物銃器犯罪根絶の集い（再掲） 〈1〉 〈1〉 〈0〉

危 有害環境から少年を保護するための広報啓発活動 10 12 2

【法務省】 危 ”社会を明るくする運動”の一環として、薬物乱用防止等に関する啓
発活動の実施

- - - ”社会を明るくする運動”推進事業
平成27年度　１の内数
平成26年度  １の内数

【文部科学省】 危 薬物乱用防止教育等推進事業（再掲） 〈22〉 〈22〉 〈0〉

【厚生労働省】 大麻・けし不正栽培等対策費 5 5 0

危 麻薬・覚醒剤乱用防止国民運動事業 13 12 ▲ 1

危 「ダメ。ゼッタイ。」普及運動 4 4 0

イ 0

【警察庁】 危 薬物見本セット等（再掲） 〈4〉 〈4〉 〈0〉

ウ 0

【警察庁】 新 危 薬物乱用広報啓発（ＤＶＤ)（再掲） 〈0〉 〈3〉 〈3〉

危 薬物対策用資料（再掲） 〈2〉 〈2〉 〈0〉

危 薬物銃器犯罪根絶の集い（再掲） 〈1〉 〈1〉 〈0〉

事　　　項

家庭や地域における薬物根絶意識の醸
成

家庭や地域における薬物乱用防止に
関する啓発の推進

薬物乱用少年の早期発見・補導に対
する協力要請

薬物乱用防止教室の充実強化

学校と警察等関係機関・団体との連携
強化

薬物乱用防止教育の内容及び指導方
法の充実

大学等の学生に対する薬物乱用防止
のための啓発の推進

青少年、家庭及び地域社会に対する啓発強化と規
範意識向上による薬物乱用未然防止の推進

有職・無職少年に対する啓発の推進

学校における薬物乱用防止教育及び啓
発の充実強化

平成27年度 薬物乱用対策関係当初予算案調（内訳）

労働関係機関・団体等による啓発の
充実

街頭キャンペーン等による啓発の充実

若い世代向けの様々な広報媒体を活
用した啓発の推進

広報啓発活動の強化

街頭キャンペーン等による啓発の充実

薬物乱用防止広報車の有効活用



施　策　・　事　業
平成26年度
当初予算額

平成27年度
当初予算案

対 前 年 度
増 ▲ 減 額

備　　　考事　　　項

（５） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 9 9 0

ア
【警察庁】 危 非行少年対策ブロック別研修会 2 2 0

イ

【警察庁】 危 少年相談担当者研修会 1 1 0

【警察庁】 危 少年補導職員等研修会 5 5 0

ウ

【警察庁】 危 少年非行防止用資料 1 1 0

（６） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 1 2 1

ア

【警察庁】 新 危 薬物乱用広報啓発（ＤＶＤ)（再掲） 〈0〉 〈3〉 〈3〉

危 薬物対策用資料（再掲） 〈2〉 〈2〉 〈0〉

危 薬物銃器犯罪根絶の集い（再掲） 〈1〉 〈1〉 〈0〉

【文部科学省】 危 薬物乱用防止教育等推進事業（再掲） 〈22〉 〈22〉 〈0〉

危 児童生徒の心と体を守るための啓発教材の作成（再掲） - - -

イ 0

ウ 0

【内閣府】 危 第四次薬物乱用防止五か年戦略の周知・広報に関する経費 1 2 1 内閣府薬物乱用対策ホームページの改修

【警察庁】 新 危 薬物乱用広報啓発（ＤＶＤ)（再掲） 〈0〉 〈3〉 〈3〉

危 薬物対策用資料（再掲） 〈2〉 〈2〉 〈0〉

危 薬物銃器犯罪根絶の集い（再掲） 〈1〉 〈1〉 〈0〉

【厚生労働省】 危 個人輸入・指定薬物等適正化対策事業 - - - 個人輸入・指定薬物等適正化対策事業
平成27年度　31の内数
平成26年度　57の内数

目標２

（１） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 39 93 54

ア

【厚生労働省】 危 依存症治療拠点機関設置運営事業 12 12 0

危 厚生労働科学研究費補助金「様々な依存症における医療・福祉の
回復プログラム策定・推進のための研究」

- - -

イ

【厚生労働省】 新 危 依存症者に対する治療・回復プログラムの普及促進事業 0 68 68

ウ

【厚生労働省】 危 依存症回復施設職員研修等事業 7 13 6

危 依存症治療拠点機関設置運営事業（再掲） 〈12〉 〈12〉 〈0〉

危 地域依存症対策支援事業（前年度限り） 20 0 ▲ 20

（２） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 1,043 1,135 92

ア

【法務省】 薬物事犯者に対する指導及び支援の充実強化 186 205 19

イ

【法務省】 保護司適任者確保と活動基盤の強化事業 766 862 96

ウ

【法務省】 更生保護施設等における薬物事犯対象者等の受入れ - - - 更生保護施設等委託事業
平成27年度　4,850の内数
平成26年度　4,871の内数

薬物事犯対象者の受入れ先の計画的な整備 7 2 ▲ 5

エ

【法務省】 薬物事犯者の問題性に焦点を当てた調査（社会内移行調査） 8 4 ▲ 4

一部執行猶予制度施行準備会議の実施（前年度限り）（再掲） - - -

オ 0

【法務省】 薬物事犯者も含めた刑務所出所者等に対する就労支援の実施 - - - 刑務所出所者等に対する就労支援事業
平成27年度　575の内数
平成26年度　216の内数

更生保護施設等における薬物事犯対象者等の受入れ（再掲） - - -

覚せい剤事犯者処遇プログラム等の実施経費 50 37 ▲ 13

保護観察官に対する薬物依存対策研修等の実施経費 12 13 1

一部執行猶予制度施行準備会議の実施（前年度限り） - - - 一部執行猶予制度施行準備会議
平成26年度　2の内数

0

少年相談専門職員等の育成及び資質
の向上

相談窓口の周知

民間団体・関係機関等との連携強化

薬物乱用者の社会復帰の支援の充実強
化

矯正施設における指導・教育の充実
強化

保護司適任者確保と活動基盤の強化

更生保護施設等における指導・教育
の充実強化

矯正施設入所中からの出所を見据え
た生活環境の調整の充実強化

保護観察対象者に対する指導・支援
の充実強化

少年補導活動の推進

関係機関・団体等と連携した未然防止
対策及び広報啓発の強化

国内における薬物依存・中毒者の医療体
制の充実

治療回復プログラムの作成

治療回復プログラムの普及

薬物乱用者に対する治療・社会復帰の支援及びそ
の家族への支援の充実強化による再乱用防止の徹
底

学校等に対する健康被害事例につい
ての情報提供

関係機関による相談体制の充実

合法ハーブ等と称して販売される薬物等、
多様化する乱用薬物に関する啓発等の強
化

相談機関間の連携強化

2



施　策　・　事　業
平成26年度
当初予算額

平成27年度
当初予算案

対 前 年 度
増 ▲ 減 額

備　　　考事　　　項

カ 0

【警察庁】 危 薬物対策用資料（再掲） 〈2〉 〈2〉 〈0〉

【法務省】 引受人・家族会の実施経費 10 4 ▲ 6

保護観察官に対する薬物依存対策研修等の実施経費（再掲） 〈12〉 〈13〉 〈1〉

【厚生労働省】 危 依存症回復施設職員研修等事業（再掲） 〈7〉 〈13〉 〈6〉

危 依存症治療拠点機関設置運営事業（再掲） 〈12〉 〈12〉 〈0〉

キ 0

【法務省】 薬物地域支援研究会の開催経費 1 1 0

薬物依存対象者地域支援連絡会議の開催経費 1 1 0

矯正・保護実務者研究協議会の開催経費 2 2 0

新 保護観察所と医療・保健・福祉機関等との連携強化に係る経費 0 4 4

【厚生労働省】 危 依存症回復施設職員研修等事業（再掲） 〈7〉 〈13〉 〈6〉

危 依存症治療拠点機関設置運営事業（再掲） 〈12〉 〈12〉 〈0〉

（３） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 4 10 6

ア

【警察庁】 危 薬物対策用資料（再掲） 〈2〉 〈2〉 〈0〉

【法務省】 引受人・家族会の実施経費（再掲） 〈10〉 〈4〉 〈▲6〉

保護観察官に対する薬物依存対策研修等の実施経費（再掲） 〈12〉 〈13〉 〈1〉

【厚生労働省】 危 再乱用防止対策事業費 4 4 0

新 危 依存症家族対策支援事業 0 6 6

危 地域依存症対策支援事業（前年度限り）（再掲） 〈20〉 〈0〉 〈▲20〉

イ

【法務省】 薬物依存対象者地域支援連絡会議の開催経費（再掲） 〈1〉 〈1〉 〈0〉

【厚生労働省】 危 依存症回復施設職員研修等事業（再掲） 〈7〉 〈13〉 〈6〉

危 依存症治療拠点機関設置運営事業（再掲） 〈12〉 〈12〉 〈0〉

危 地域依存症対策支援事業（前年度限り）（再掲） 〈20〉 〈0〉 〈▲20〉

（４） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 55 54 ▲ 1

ア

0

イ 0

【警察庁】 危 非行少年を生まない社会づくりの推進 55 54 ▲ 1

（５） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 0 0 0

【厚生労働省】 危 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業 - - -

危 厚生労働科学研究費補助金「様々な依存症における医療・福祉の
回復プログラム策定・推進のための研究」（再掲）

- - -

目標３

（１） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 0 0 0

ア

0

イ 0

0

ウ 0
【法務省】 薬物対策を推進するための、地区麻薬取締協議会等に要する経費 - - - 組織犯罪対策の推進事業

平成27年度　496の内数
平成26年度　480の内数

エ 0
0

オ 0

【法務省】 薬物対策を推進するための、地区麻薬取締協議会等に要する経費
（再掲）

- - - 組織犯罪対策の推進事業
平成27年度　496の内数
平成26年度　480の内数

薬物事犯者等に対する厳格な出入国審査・厳正な退去強制手続の
実施

- - - 平成27年度　16,712の内数
平成26年度　16,128の内数

0
（２） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 0 0 0

ア

0

イ 0

【法務省】 薬物対策を推進するための、地区麻薬取締協議会等に要する経費
（再掲）

- - - 犯罪収益対策の推進事業
平成27年度　496の内数
平成26年度　480の内数

ウ 0

0

（３） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 32 82 50

【警察庁】 危 「ホットライン業務」の外部委託 - - - 「ホットライン業務」の外部委託
平成27年度　137の内数
平成26年度　139の内数

危 サイバーパトロール業務の外部委託 - - - サイバーパトロール業務の外部委託
平成27年度　22の内数
平成26年度　22の内数

【厚生労働省】 危 医薬品等インターネット販売監視体制整備事業費 32 82 50

（４） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 1 1 0

薬物乱用の実態、薬物依存症の治療法
等に関する研究の推進

薬物密売組織の壊滅、末端乱用者に対する取締り
の徹底及び多様化する乱用薬物に関する監視指導
等の強化

相談窓口の周知及び相談体制の充実

「若年層向け薬物再乱用防止プログラ
ム」等の普及

立ち直り支援活動の推進

相談窓口の周知及び相談体制の充実

民間団体・関係機関等との連携強化

薬物犯罪収益等に係る情報集約、分
析の強化

薬物犯罪収益等の剥奪の徹底

薬物犯罪収益等の移転防止に向けた
取組の推進

末端乱用者に対する取締りの徹底

巧妙化する密売方法への対応

組織犯罪対策の推進

犯罪収益対策の推進

薬物密売組織の壊滅に向けた統一的
な戦略の推進

薬物密売組織の中枢に位置する者に
対する取締りの徹底

厳正な科刑の獲得

捜査手法の活用等

イラン人等外国人薬物密売組織対策
の推進

青少年の再乱用防止対策の充実強化

民間団体・関係機関等との連携強化

薬物乱用者の家族への相談体制・支援等
の充実

3



施　策　・　事　業
平成26年度
当初予算額

平成27年度
当初予算案

対 前 年 度
増 ▲ 減 額

備　　　考事　　　項

【警察庁】 トルエン検知管 1 1 0

0

（５） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 0 0 0

0

（６） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 0 0 0

【法務省】 薬物事犯者等に対する厳格な出入国審査・厳正な退去強制手続の
実施

- - - 平成27年度　16,712の内数（再掲）
平成26年度　16,128の内数（再掲）

（７） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 115 301 186

ア

【厚生労働省】 危 違法ドラッグ調査・分析事業 43 217 174

危 国内未流通標準品確保事業 12 7 ▲ 5

危 分析機器（MS）整備事業 37 43 6

危 標準品合成・分析法開発事業 23 34 11

イ 0

0

目標４

（１） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 31,909 30,220 ▲ 1,689

0

0

ア 0

0

イ 0

【海上保安庁】 増員要求に伴う経費 1264 1841 577

船舶建造に必要な経費 30,033 27,804 ▲ 2,229

海上警察力の充実強化 612 575 ▲ 37

（２） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 0 0 0

ア

0

イ 0

【法務省】 薬物事犯者等に対する水際における警戒活動の実施 - - - 平成27年度　16,712の内数（再掲）
平成26年度　16,128の内数（再掲）

【海上保安庁】 増員要求に伴う経費(再掲） 〈1,264〉 〈1,841〉 〈577〉

船舶建造に必要な経費(再掲） 〈30,033〉 〈27,804〉 〈▲2,229〉

ウ

【財務省】
密輸対策取締機器整備経費等 - - - 平成27年度　11,097の内数

平成26年度　10,122の内数
0

エ 0

【海上保安庁】 海上警察力の充実強化(再掲） 〈612〉 〈575〉 〈▲37〉

オ 0

0

目標５ 0

0

（１） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 0 0 0

0

ア 0

0

イ 0

0

ウ 0

0

（２） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 0 0 0

0

（３） 事項小計（ただし、すべての再掲を除く） 29 31 2

【外務省】 危 UNODCが実施するGlobal SMART プログラムへの拠出 29 31 2

合計（ただし、すべての再掲を除く） 33,390 32,095 ▲ 1,295
注) １．事項は、第四次薬物乱用防止五か年戦略の事項に基づき整理している。

４．増減額については、百万円以下四捨五入による誤差が生じることがある。また、平成27年度または平成26年度のいずれか一方にだけ「－」を含む場合は、増減額が「－」となるため、増減額の総計に誤差が生じることがある。

５．再掲の予算額については〈　〉書きで表示する。

７．平成27年度新規の施策は「新」、危険ドラッグ対策に係る施策は「危」と表示する。

国際会議等、国際枠組みへの積極的な参
画

我が国への主要な仕出国・地域等との連
携・協力の推進

薬物密輸阻止に向けた国際的な連携・協力の推進

国際的な取締体制の構築

密輸組織の実態解明と取締方策の充実

密輸等に関する薬物分析の推進

多様化する密輸ルートの解明と海空路に
よる密輸への対応の充実強化

密輸等に関する情報収集の強化

水際対策の徹底による薬物の国内流入の阻止

販売業者に対する監視指導・取締りの
強化

６．各事項の先頭に当該事項の小計を記載した（網掛け部分。再掲を除く。）。

２．施策・事業のうち複数の項目にわたるものについては、主となる事項に太字ゴシック体で事業名等及び予算額を表示し、その他従となるものには明朝体で（再掲）と表示する（このため、整理の都合上、（再掲）と表示した施策・事業
　　が、予算額を表示した主となる事項よりも先に表記される場合がある。）。
３．施策・事業の予算額の内数等となっているため、薬物乱用対策関係予算部分を切り離して金額を表示することができないものについては、内訳資料において「－」と表示し、当該施策・事業の予算全体額が特定できるものについて
　　は備考欄に記載する。計は、金額を表示できるもののみを合計した額である。

正規流通への監督の徹底

関係機関の連携強化

合法ハーブ等と称して販売される薬物等、
多様化する乱用薬物に関する監視指導等
の強化

指定薬物への迅速かつ効果的な指定
の推進

関係機関の連携強化

海上、港湾等監視・取締体制の強化

密輸手口の大口・巧妙化に対応した
取締機器の増強・開発等

様々な捜査手法の活用

民間からの情報収集の強化

組織・装備の強化

密輸取締体制の強化・充実

密輸リスクに応じた取締りの徹底
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